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将来像 山村と都市が共生・共育し、持続的に発展するまち静岡

目指す姿 『地域資源を守り、活かす 魅力あふれる オクシズ』

目指す姿 『これからも住み続けられる オクシズ』

目指す姿 『山村と都市が共に盛り上げていく オクシズ』

方
針
Ⅰ

保
全
と
活
用
の
両
立

第３次 静岡市オクシズ地域おこし計画 概要 （R5～R12）

①農地や森林等自然環境の維持・保全の推進
②南アルプスユネスコエコパークの保全
③農林道や作業道などの整備と維持管理
④地域における野生鳥獣被害対策の推進

１ 保全

①農水産物の高付加価値化
②木材の利用拡大
③地域資源を活かした交流の促進
④振興・交流拠点の磨き上げ
⑤未活用土地や空き施設の利用促進

２ 活用

オクシズは、豊かな自然環
境やお茶、ワサビ、木材など
の農林産物、温泉、滝などの
名勝や観光地などの多様な資
源を有している。
また、農地や森林は「水源

かん養機能」「山地災害防止
機能」「レクリエーション機
能」など市全域に好影響を与
える多面的機能を有している。
地域資源を「保全」するこ

とで、その機能を最大限発揮
させるとともに、魅力を磨き、
観光客の増加や農林水産物の
販売促進などの「活用」に
繋げることで、雇用や仕事を
確保する。

方
針
Ⅱ

暮
ら
し
の
維
持
・
向
上

①高齢者等が安心して生活できる環境の整備

②医療体制の整備

③子育て・教育環境の整備・確保

④情報通信基盤の活用

１ 住民
サービス

①安全な道路整備

②交通手段の確保

③災害に強い防災体制の整備

④水の確保など定住環境の整備

２ 生活基盤

オクシズでは人口減少や高
齢化により、移動や医療、買
い物等日常生活に必要な機能
へのアクセスが課題となって
いる。
さらに、道路や水の確保、

災害対策などのインフラや、
子育て・教育の環境を継続的
に充実させていく必要がある。
安心して住み続けられるオ

クシズの形成に向け、これら
の課題を解決し、生活利便性
を向上させていく。

方
針
Ⅲ

内
と
外
か
ら
の
活
性
化

①地域産業の経営基盤の強化、担い手の育成

②地域住民主体の仕組みづくり

③オクシズに伝わる文化の承継

１ 内発的な
活性化

①オクシズの意義・役割・魅力を伝えるプロモーション
②都市住民と地域住民の交流促進
③外部人材の活用や企業誘致の促進
④オクシズへの移住定住の促進
⑤環境保全活動への都市住民の協力

２ 都市の力

オクシズは、自治会などの
活動、近所での助け合い、伝
統芸能などの地域活動が盛ん
に行われているが、地域活動
の担い手が不足しつつある。
また、地域活性化には、企

業立地やオクシズでの起業を
推進するなど、新しい力を取
込む必要がある。
そのため、オクシズ住民自

ら行う地域活性化とともに、
移住者や関係人口、企業など
の都市の力の活用することで、
雇用や仕事の確保や生活利便
性の向上につなげていく。

方針 大施策 小施策

成果指標

森林整備
面積

700ha
以上／年

成果指標

市営温泉
入場者数

20万人
以上

（R12年度）

成果指標

R12時点の
旧安倍６村
と両河内の
合計人口

5400人以上

※推計人口
では4864人

成果指標

空き家情報
バンク経由
での

移住世帯数

15世帯
以上／年

４ 総合的な鳥獣被害対策

３ 木材活用の総合的な支援による循環型経済の構築

５ 移住施策の推進

重点プロジェクト

２ 自家用車なしでも安心して生活できる環境整備

デジタル技術活用による
課題解決・利便性の向上

温室効果ガスの森林への
固定や排出量の削減

・中山間地での交通のあり方検討
・アクセス道路の改良

・大河内診療所の移転・新築

・医療等の身近な相談体制確保
「医療・福祉」

・移動販売を活用した買い物支援

・オンラインでの買い物支援
「買い物」

「移動」

自家用車を利用しなくても必要な機能にアクセスでき、安心して生活
できるよう「移動手段」の確保と居住地付近での「生活機能提供」の
強化を図る

「雇用と仕事の確保」「生活利便性の向上」に特に寄与する施策を

重点プロジェクトとし、４次総で目指す姿をより効果的に実現する。

取組に必要な視点取組に必要な視点

１ 泉質の良い温泉など地域資源を活かした交流の活発化

温泉・南アルプスなど、地域資源の魅力を活かすため、資源の磨き
上げや道路整備などによるアクセスの改善、情報発信等を行う

南アルプスユネスコエコパーク
（奥大井）

梅ケ島温泉郷（安倍奥）

興津川上流（両河内） 藁科川上流（奥藁科）

・森林公園再整備
・自然の家整備

・湯ノ島温泉の活用
・民間施設との連携

・黄金の湯リニューアル
・国民保養温泉地PR

・環境保全と自然を楽しむ観光の
確立

川上から川下まで、切れ目のない支援策により、森林整備や脱炭
素など環境保全と木材活用を両立させる
川上 : 林業事業の効率化、林業者への作業道や機械化 など
川下 : 都市部での木材利用の促進、公共施設の木質化 など

防除、緩衝地帯整備、捕獲を組み合わせた被害対策を実施

空き家バンク運営、空き家の確保、テレワーカーの誘致、お試し
移住、地域の活動支援など総合的な移住支援策を推進

【事業例】

【事業例】

雇用と仕事の確保

生活利便性の向上

方針Ⅰと方針Ⅱ
を支える
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